
卒業後４－６年目での外科医は、ある程度自分
の責任のもとで患者さんに手術の説明をします。

わかりやすく丁寧に説明してください。

そして、自分が術者となり手術経験を積んでいきま
す。外科医にとって、手術は患者さんの信頼に答

える最大の山場です。

手術は患者さんの信頼に答
える最大の山場です
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８年前の問題
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卒業後４，５，６年目の経験

（勤務前）

自経例

１９８０年代は早期胃がんに対する内視鏡的粘
膜切除がまだ確立していませんでした。上部内
視鏡検査の研鑽を積みながら、自分が術者と
して胃切除を経験できた時代です。高齢者が
多く、命を預けてくれた患者さんの信頼に答え
る最大の山場を沢山経験できました。

（新潟県立六日町病院にて）



H型癒合
が読めますか？

自分で内視鏡をやり

自分で手術をする

研修中の自験例



患者さんが下さった‘ほうび’

（１９８５－８７年新潟県立六日町病院）



ポイント ！！

癌と正常粘膜がぶつかり合い盛り上がる



８０Ｅ－１５

４６歳の男性。３ヶ月前より心か部痛があり、空腹時に増強する傾向があった。

最近、胸やけとげっぷとが出現し来院した。腹部所見では、心か部に軽い圧痛み
を認めるが、腫瘤は触れず、肝、脾も触れない。赤血球４３０万、Ｈｂ１４，０ｇ/ｄｌ、
白血球５，３００、尿および血清生化学検査に異常所見を認めない。
胃造影写真（Ａ）と胃内視鏡写真（Ｂ）とを示す。

診断はどれか。

a 胃潰瘍 b Ｉ型早期胃癌
c ＩＩｃ型早期胃癌 d Ｂｏｒｒｍａｎｎ２型胃癌
e Ｂｏｒｒｍａｎｎ４型胃癌

過去問はこのパターン！

古い国家試験問題



８１Ｅ－１３

５７歳の男性。集団検診で胃疾患を指摘され、精査のため来院した。
胃造影写真を示す。生検では第Ｖ群（ＧｒｏｕｐＶ）である。

この病変はどの型に属するか。

a ＢｏｒｒｍａｎｎＩ型 b Ｂｏｒｒｍａｎｎ２型
c Ｂｏｒｒｍａｎｎ３型 d Ｂｏｒｒｍａｎｎ４型
e 分類不能型

過去問は造影重視！

古い国家試験問題



８７Ｄ－４４

５５歳の男性。職場の健康検診で胃の異常を指摘され来院した。諸検査の結
果、胃癌と診断され手術を行うことになった。
上部消化管造影写真を別に示す。

正しのはどれか。

a Ｂｏｒｒｍａｎｎ４型胃癌である b 幽門側胃亜全摘術を行う。
c 膵・脾合併切除が必要である d 術後にビタミンＢ１２を投与する。
e 再発は腹膜はしゅが多い。

Ｘ線重視は過去の産物？

古い国家試験問題
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